
発注企業動向調査結果

■調査時点　平成２５年１０月調査（平成２５年９月末時点） 　プラスチック １２社

　鉄鋼・非鉄 ８社

■対象企業　１５０社 　金属製品 ７社

　一般機械器具 １２社

■調査時期　４半期毎（３、６、９、１２月末時点） 　電気機器 １２社

　輸送用機器 ７社

■回答企業　　６７社（回答率：４４．７％） 　精密機器 ４社

　縫製 ５社

　計 ６７社
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＜業種内訳＞

　　３期連続の改善

【概況】

　生産高（対３ヶ月前比）ＤＩは20.9となり、前

回の10.4から10.5ポイント増となり、３期連続で

改善した。

　２年間で初めて２期連続でのプラス値を記録す

るなど、輸出関連企業を中心に生産高は改善して

いる。

　

　　１年６ヶ月ぶりのプラス値

【概況】

　生産高（対前年同月比）ＤＩは14.9で、前回の

▲16.4から31.3ポイント増と大幅改善した。

　昨年９月は、円高に加え、中国との領土問題の

影響もあり、厳しい状況であった。

　１年が経過し、円安が進行し輸出関連企業を中

心に業績が回復していることが今回の結果の要因

と考えられる。

　ＤＩ(Diffusion Index)とは、景気の動きをとらえるため

の指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回

答した企業の割合を減じた数値です。
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　　マイナス値へ転落

【概況】

　３ヶ月先見通しＤＩは▲4.5となり、前回の

16.4から20.9ポイント減と悪化した。

　前回２年ぶりのプラス値を記録したが、今回再

びマイナス値へ転じる結果となった。生産高は回

復しているものの先行きに対する見方は厳しい。

　　４期ぶりの悪化

【概況】

　外注見通しＤＩは▲17.9となり、前回の▲6.0

から11.9ポイント減と悪化した。

　グローバル化が進んでいる現在、国内の外注環

境は今後も厳しい状況が続くものと見られる。
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